



















概要、発行巻号、発行編輯人の一覧および三一号までの総目次とその凡例は、そちらに掲載しているので併せてご参照頂きたい。　『文藝春秋七十年史』 （文藝春秋、一九九一）は、 『現地報告』の創刊号にあたる臨時増刊 （ 「日支 全面激突」 ）について、 「 『文藝春秋』と『話』の両特色を活かして編集されている」と評しながら、その編輯後記について「いま読むと、正直にいって驚きを禁じえない」とし、原文を引用した後で「この踊ったような文字は、それまでの文藝春秋社の伝統にありえないような、積極果敢さの表明である。中正、あくまで自由な立場に立たねば らなものが、 まず異常に興奮しているようであ 。 （略）この後記 は、これが『文藝春秋』かの想いがある」と記 いる。正史としての文藝春秋史からは、 『現地報告』は一種の異常時 産物として位置づけられているわけである。　こうした『現地報告』の位置付けに本稿は積極的に異を唱える
ものではないが、戦時期の出版メディアについて、その資料自体の不足はやむを得ないものとしても、現存し見ることのできる についても、研究の基礎データが乏しいことを稿者は常に感じていた。戦時下にある雑誌が何年何月まで発行され、誰の何という文章が掲載されているか、容易に知ることが きないことが多い は、稿者自身の管見を割り引いたとして 、現状認識としてある程度妥当性をもつと思われる。　
以前、 『現地報告』掲載の小林秀雄「三つの放送」 （
52（以下『現












れた第一号では、特派員として派遣され、七月二四日に天津入りした編集者の下島連の現地報告「戦乱の天津から」が掲載された他、末尾に（放送筆記）とはあるが、事件途中に駐屯軍司令官になった香月清司の「陣中より」 、当時天津から大連青島を視察旅行してい 小谷節夫の「在留日本人は斯く叫ぶ」などが現地の状況をいち早く伝える報告として興味深い。以後も 変 展開とともに、緊迫した戦局を報告、通信といった形で掲載し内地へ届けた。また戦況が長期化すると、戦地だけではなく、銃後の生産問題や生活実態なども同様にルポ形式などで報告されてい 。題名だけ拾っていくと「東北六県の人と産業」 （
11） 、 「時局下に進む生
産力拡充の巨歩」 （
19） 、 「国民生活現状報告」 （
21） 、 「帰還兵工場地
帯を歩く」 （




































































































































































置され、時事を論じる。無署名だ 末尾に（柳澤生）とあり 編集者の柳澤彦三郎の手によると知れ 。 「編輯後記」に 「建設期に於ける本誌の責任は 更に加重される。我々はそ 責任を深く反省して、本誌の編輯に常に検討を加へ、聖業に参ずる日本国民に方向を示唆し、誤れる米、英的な ものの根底的破摧を念願して邁進せねばならぬ。☆この秋 本誌編輯部はその構成を新にして出発すること つた 部員各自、日本 直面する時
局の深刻なる意義の究明をなし、自らの錬成を怠らず、本誌を一層充実せんと努力を誓ふものである。 （略）元来、雑誌は愛読者と編輯者とが一体 なつてこそ、 その意義を果すものである。 」と記され、改行して目立つ形で「編輯者の独善は厳格に戒め れねばならぬと続いている。これまでの編集体制、方針に対する批判が込め れ、それを一新した宣言であることは間違いない。この号か 編輯後記には編集者の名前が載るが、新体制メンバーは、柳澤以下、牧野義男、柴野方彦、徳田雅彦であり 六四号からは柳澤 牧野の名前が消え、江原謙三、鷲尾洋三が加わる。 五 は江原謙三 名前 みが載り、六六号からは無記名にな 。奥付記載の編集発行人は五七号までは池島信平だが、先 五四号辺りから彼は実質的な編集からは離れていったのだろう。五八号からは発行人が斎藤龍太郎、人が柳澤彦三郎になる。　
この動きは文藝春秋社内部の動静とも関連するところでもある。






変化を象徴していると考えられるわけだが、その契機となる事件があったという。池島の『雑誌記者』 （中央公論社、一九五八）によれば、五一号の蠟山政道の論文が原因で、当該号が「発売禁止」となったこ だという。 『文藝春秋七十年史』も同様に記すが、『出版警察資料』によれば、
蠟山政道の論文ではなく、座談会「引
揚邦人の語るアメリカ戦時態勢」中の四四頁の笠井重治の発言が対象であり、 「発売禁止」ではなく、安寧秩序違反による削除処分である。しかも四万二千部発行のうち、差押部数五五四三部で、市中に出回ったほとんどは削除されて な 。なお 出版警察資料』の から、 『現地報告』の処分を抜き出すと 三 、 六三の二号が処分対象となってお それぞれ一四三、 一四六頁、 九〜五八頁 削除処分を受けている。五一号と同じく、三五号も発行五万部のうち差押部数五〇三二部なので、ほ んどは処分されておらず、実際に架蔵本、国会図書館所蔵本、日本近代文学館所蔵本いずれも削除処分はされてい い。六三号も同様だが 前記のように六四号から編集者の変更が のは、それに関連してのことかもしれない。逆に四六号は『出版警察資料』に記載が いが扉に「改訂」の印が押され、四五〜五一頁が切取処置されている。　
頁数は、一四号から二五六頁で定着しており、合併した三二号
だけ三〇四頁と増えたものの、その後下降の一途 辿り、四九からは大幅減の一四四頁と る 六 号に至ってはついに九六頁となり、六七号で廃刊となる。最終号にそ 予告 一切なく わ
ずかに菊池寛が『文藝春秋』の「話の屑籠」 （昭和一八年五月）で「来月あたりから」本誌に合併すると述べ、翌月「合併した」と報告するのみであった。これは、昭和一五年三月 『話』を改題して存続させる方法を採った時も同様で、 併前の『現地報告』 『話』には、その旨の告知が全くされていない。菊池寛が「話の塵」 （
32）で「時
局的に」 『現地報告』の方が「やり甲斐」があるとして事後的に報告を行ったのみである（ 『オール読物』 （昭和一五年六月）の 編輯後記」にも事後報告が ） 。 『話』に 松坂忠則「女軍医」という作品が連載されており、読者投稿も受け付けて たが、それらはうやむやになったようで、 当時文藝春秋社発行の『オール読物』 『大洋『文学界』 、関連する『モダン日本』などに継続しての掲載はされていない。　
当時の読者がこの事態にどんな反応を示したのか。稿者は把握で
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